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３月１１日の例会報告 
副 会 長 の 時 間 
 今日は代理でございます。よろしくお願いします。 
 私、実は自衛隊の隊員の募集と就職活動をお助
けしておりまして、それに関係したお話を本日はさ
せていただきます。 
 最近の日本の技術というものはすごいもので、そ
れが潜水艦にも生かされております。日本の潜水艦
というのは世界のトップクラスの性能を誇っておりま
す。潜水艦というのは音を立てない静粛性、これが
一番重要になっていまして、音を立てずに静かなほ
うが性能が良いとされています。日本の潜水艦は、
その点、世界中で忍者と呼ばれているぐらいすごい
性能を示しております。最新の大鯨型潜水艦はリチ
ウム電池を搭載して、より長くより静かに作戦を展開
できるようになっています。バッテリーの進化でなし
えた技術です。 
 この静かに長く潜れる技術というのは、私たちロー
タリアンの活動に通じるものがあるのではないかと思
います。派手な活動だけが大事ではなく、ゆっくり長
く、地道に社会に貢献することが求められます。大き
な音を立てずに、より大きな影響を与えることが理想
かなと思っております。 
 潜水艦というのはチームワークが非常に大事です。
限られた空間の中で、それぞれの役目を果たしなが
ら作戦を遂行いたします。我々ロータリアンも個々の
力だけではなく、協力し合うことで大きな成果を生み
出すことができると考えております。 
 最新の潜水艦のように、私たちも進化したクラブに
なり、時代に合わせた活動を続けてまいりましょう。 
幹 事 報 告 
◎例会の卓話中、私語は慎んでいただきますように
よろしくお願い申し上げます。 

 
ゲ ス ト 
植村將史様 (奈良大宮ＲＣ 卓話講師） 
ビ ジ タ ー 
宮西正伸様 (奈良大宮ＲＣ) 
結 婚 記 念 日 祝 
𠮷川利幸会員( 3月13日)吉村忠雄会員( 3月17日) 
松村實昭会員( 3月24日) 
創 業 記 念 日 祝 
樫根正起会員( 3月11日)杦村喜芳会員( 3月24日) 
杉村喜之会員( 3月24日)吉田  暁会員( 3月24日) 
委員会報告及びその他報告 
〇広陵地区情報集会  白井健雄世話人 
 情報集会を本日１７時よりヴェルデ�甚で行いま
すので、よろしくお願いいたします。 
〇社会奉仕委員会  吉岡弘修委員長 
 ４月２０日に開催いたします大和高田歴史ウォーク
のポスターが完成しましたので、本日ポスティングし
ております。 
 当日ご参加いただける方を募集いたしましたところ、
３３名の方にお申し出いただきました。役割分担はこ
ちらで決めさせていただきましたが、ご都合のある方
はお申し出ください。当日、一般参加者と一緒に帯
同していただく方、約２０名の方につきましては４月８
日と１５日に予行演習をいたします。４月８日と１５日
の例会終了後１４時にさざんかホールの玄関にお集
まりください。最終的な組分けは４月１０日に決めさ
せていただきます。 
 受付、景品の受け渡し、タイムキーパーの皆さんも
よろしくお願いいたします。 
 
ニ コ ニ コ 箱 
・本日の例会、お休みさせていただきますが、中井
副会長様、よろしくお願いします。 
 池木啓仁会員 
・植村様ようこそ大和高田ＲＣへ。 中井謙之会員 
・奈良大宮ＲＣ直前会長植村將史様、ようこそ当クラ
ブへ。本日は卓話よろしくお願いいたします。 
 丸野正徳会員 
・大和高田ＲＣの皆様、本日はよろしくお願いいたし
ます。 奈良大宮ＲＣ 宮西正伸様 
・誕生日祝を頂いて。 樫根正起会員 
・結婚記念日祝を頂いて。 堀川巳清会員 
・ニコニコに協力。 酒本將稔会員 
 

 
 
 第４回クラブフォーラム（社会奉仕） 
 
 

本日の例会 (３月２５日) 

 
「地域貢献活動と経営」 
 
  宇都宮病院 副理事長 宇都宮越子 様 
  

次回の例会 (４月１日) 



卓話「奈良大宮ＲＣ周年記念事業のテーマにつ 
   いて」 
     奈良大宮ＲＣ直前会長 植村將史 様 

 まず簡単に自己紹介をさせて
いただきます。私は１９５８年生ま
れで、今年６７歳になります。もと
もと機械が好きで大学の工学部
で機械について学んでおりまし
たが、何を思ったか、途中中退し
まして教育大学に行きました。そ

こで小学校課程の免許を取って、卒業後９年間奈良
市立の小学校で教鞭を取っておりました。 
 なぜ小学校だったかといいますと、昔から鉄は熱
いうちに打てとよく言いますが、中学・高校よりも小
学校からの教育が大切だと思ったからです。今では、
小学校でもちょっと遅いのかなと思うこともあります。
保育園、こども園、もしくは「三つ子の魂百まで」と言
いますけれども、もっと小さいときからの教育が重要
なのかなと思っております。 
 その後、家に小さい会社がございましたので、そち
らに戻りました。大和高田ＲＣのメンバーの皆さんに
もいわゆる「糸へん」の事業をなさっている方が大変
たくさんおられます。私も糸へんでございまして、ど
ちらかといいますと、キルティングの大きな機械を動
かして、病院用とかホテル用の寝具関係を製造販売
しているという会社でございます。 
 そうこうしているうちにロータリークラブに入会する
タイミングがやってまいりました。当初は様々な団体
への入会はお断りしておりましたが、たまたま私の叔
父が会長を務めている際に「おまえ入れ」と言われ
まして、入会させていただくことになりました。それが
１９９５年で、今年で３０年目になります。 
 前置きはこれぐらいにしまして、４５周年事業の取
組についてお話しさせていただきます。記念事業に
取り組むとなると、人的パワーやお金が大変かかり
ます。そこで、この年は、通常行う奉仕プロジェクトの
各奉仕事業の一部を一つにまとめて、それを記念
事業として行うようにしました。これによって人的なパ
ワーと予算をうまく融通できたと思います。 
 次に、どんなテーマにするのかということを考えま
した。奉仕委員長からどんなテーマにするか示して
ほしいと言われましたので、私があえて言うなら、や
はり「教育」ではないかなと思いましたので、やや領
域の広い言葉ですが、教育をテーマに設定しました。 
 教育と一言で言いましても本当に範囲が広いです
が、私の感想としては、日本も奈良県も奈良市も教
育にもっとお金を使っていかないといけないのでは
ないかと思っております。 
 実は、私の年度でやりたいことが一つありまして、
それはヤングケアラーに対する事業でした。年度初
め、行政機関へご挨拶に行きましたとき、奈良市の
仲川げん市長へも「ヤングケアラーについて何か力
になれれば」ということを申し上げました。市長も「大
変それが気になっているが、とてもデリケートな部分
に足を踏み入れないといけないので、なかなか難し
い」ということをおっしゃっていました。その後、児童
福祉の専門担当の方をご紹介いただき、卓話を頂
戴することができました。 
 私どものクラブでは、インターアクトクラブを設立し 
 
 
 
 

ております。今回の記念事業でも大きな役割を果た
しました。インターアクトクラブを創立したのは２０１８
年１０月、今から７年前になります。クラブ内において、
資金について、そしてどこの学校に協力を求めるの
かという点の検討がなされ、奈良女子大学附属中等
教育学校のほうで設立することになりました。 
 では、具体的に記念事業のお話に入ってまいりた
いと思います。第１回目の記念事業は２０２３年９月７
日、「人生１００年時代 君たちはどう生きる」というこ
とで、講師に奈良女子大学附属中学を卒業された、
俳優の八嶋智人さんをお招きして講演会、及びパ
ネルディスカッションを行いました。学生に、どんな
キャリア教育があったらいいか、ＡＩなど環境の変化
する社会にどう適応する人材を育てるのか、そして
学生時代に一番大切なことは何かなどについてお
話しすることができました。 
 記念事業の第２回目は、１１月９日になら１００年会
館で行いました。「迫りくる気象危機、私たちがやる
べきこと」と題して、気象予報士の正木明さんを講師
にお招きいたしました。奈良女子大附属中学のほう
でも防災に対して非常に興味を持って教育されてい
たようですので、タイムリーな講演会、パネルディス
カッションができてとてもよかったなと思っております。 
 今年、インターアクトクラブの地区大会がございま
したが、たまたま我々のお世話しているクラブが幹
事校でございました。その際にこの経験を生かして
非常に頑張ってくれました。テーマは防災として、
「大きな災害と小さな私 中高生の私たちができるこ
と」と題して、２６５０地区のインターアクターたちが集
まって、活発に議論が行われました。 
 記念式典と記念祝賀会についてもお話をいたしま
す。奈良大宮ＲＣの創立記念日である、２０２４年１月
２３日（火）に開催いたしました。記念式典は奈良コ
ンベンションセンターで、祝賀会はＪＷマリオット・ホ
テル奈良で行いました。 
 記念祝賀会では、余興として、会員何人かで集ま
って演奏を行いました。来賓者が多い中でしたので、
実行委員長には心配をおかけしたと思います。リハ
ーサルも３回しかできませんでしたが、楽しんでいた
だくことができたかなと思っております。 
 今回の活動を通じて、教育はとても大切なものだと
改めて感じました。先日、奈良大宮ＲＣの姉妹クラブ
である２７５０地区東京恵比寿ＲＣ担当の地区大会に
応援に行ってまいりました。そのときに、医師としてス
ーダンで活動されている川原尚行先生の講演がご
ざいました。その題は「「究極の医療は戦争をしない
こと、させないこと」というものでした。戦争をしない、
戦争をさせない、そういう風な人間を育てるのもやは
り教育かと思います。私も今はなかなか教育の現場
に携わることはございませんが、機会がございました
ら、学校だけが教育ではございませんので、力を尽
くしたいなと考えております。どうぞ皆様におかれま
しても教育に興味をお持ちいただきますようお願い
いたします。 
 最後に、記念事業を通じてしみじみと感じましたの
は、やはり一人では何もできないということです。委
員長をはじめ、会員、スタッフが一致団結して活動
することができて非常にうれしかったですし、大切な
経験をさせていただきました。 

 
 
 

 
出席報告 
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出席率 

３月11日 89 58 50 8 0 31 24 0 90.24％ 
３月 4日 89 58 52 6 1 31 20 1 93.67％ 
２月25日 89 58 49 9 1 31 23 0 90.12％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（３月４日の弁当残数は４個） 

 


